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長い夏休みが終わり，25日より令和７年度の第２学期が始まりました。保護者・地域の皆様には長

い夏季休業期間，子供たちが地域で安心して生活できるようご支援・ご協力を賜りまして，誠にあり

がとうございました。お蔭をもちまして命に関わるような事故等なく，第２学期を迎えることができ

ます。

今学期も充実した教育活動ができるよう，全職員で教育活動の充実に努めてまいります。

1学期の終業式で，「サイとゾウのお話」をしましたが（「～しなさい」と言われて行動するのでは
．．

なく，自分から「～するぞう！」），２学期の始業式では，「ぞうさん」の歌のお話をしました。
．．

日本人なら誰もが知っている戦後を代表する童謡であります。作詞をしたのは，多くの子供たちに

愛唱される「ぞうさん」「一ねんせいに  なったら」「やぎさん  ゆうびん」「ふしぎな  ポケット」の

作詞で知られる詩人，まど・みちおさん。

まどさんは，８４歳のとき，代表作「ぞうさん」（昭和２６年発表）について，こう語っています。

鼻の長くない者から，ひとり鼻の長い子象が『お前は鼻が長いね』と言われれば，子象は『自分だけが不格

好なのかな』と思い悩むのが普通です。けれど，子象はまるで褒められたかのように喜んで，『かあさんも長

い』と嬉しそうに言う。それは象が象として生かされているのを喜んでいるからです （「文藝春秋」平成六年三月号）

1番の「ぞうさん ぞうさん お鼻が長いのね」は，おそらく森

の中で, サルだかキリンだかが子象に向かって言っている言葉で

す。「お鼻が長いのね」は「お前の鼻は長くて変だぞ」という意

味です。それはいじめの言葉なのでしょう。ところが子象は「そ

うよ母さんも長いのよ」と言い返します。けっして,「お前だって

お尻が赤くて変だぞ」とか「耳が長いじゃないか」とは言い返し

ません。鼻が長いことに誇りをもっているのでしょう。そして「一

番大好きなお母さんも長いのよ」と誇りを持って答えたのは，象

が象として生かされていることが，すばらしいと思っているから

だということ，さらに「みんながみんな，夫々に尊いのだ」とい

う精神だと思いました。

まどさんはこの歌から伝えようとしたことは 時代を越えても変わらない 自分も仲間もかけがえ

のない大切な存在であるということを説明しています。

この童謡を通して子供たちに「友達も大切にする。そして自分も大切にする2学期にしてほしい」

と話しました。

自分も友達も（周りの人も）大切にすることの重要性を，２学期も伝えていきます。あらためまし

て，２学期も保護者，地域の皆様方のご協力，ご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。



８月２７日（水）に，駒場小学校の開校 120 周年を祝う記念事
業として，兵庫県稲美少年少女合唱団の素晴らしい公演が音
更町文化センターを会場に行われました。この特別なイベントは，駒場小学校児童のため，
兵庫県稲美少年少女合唱団の２５名とスペシャルゲストとして，『COSMOS』などの合唱曲を
作詞作曲した音楽作家でミュージシャンである音楽ユニット「アクアマリン」のミマスさん
が素敵な音楽を奏でてくれ，心温まるひとときを過ごしました。
公演は，「歓喜の歌」から始まり，２曲目は「駒場小学校校歌」をアカペラで歌ってくれ

ました。合唱団の皆さんが会場全体に響きわたる美声で，様々なジャンルの楽曲を披露しま
した。「エンジェルボイス」と言われている合唱団の透き通った歌声は，ホール全体に響き
渡り，聴く人々の心に深く響きました。特に，十勝を舞台にした「なつぞら」のテーマ『や
さしいあの子』や阪神淡路の震災後につくられた神戸の方々が大切に歌い継がれてきた曲『し
あわせ運べるように』やジブリ作品メドレーなどの曲の数々には，一緒に口ずさんだり，手
拍子をしたりして楽しむ姿が見受けられました。演出や舞台の構成も工夫され，観客を飽き
させない楽しい時間が流れました。
後半はミマスさんが登場して有名な合唱曲『COSMOS』『地球星歌』などソロや合唱団とコ

ラボ曲などで盛り上げていただきました。そして最後には，駒場小学校児童と一緒に『一つ
の明かりで』を駒場小学校児童と稲美少年少女合唱団，ミマスさん，会場全体で大合唱しま
した。合唱団の子供たちがステージ上で見せる笑顔と熱意は，観客にも感動を与え，拍手が
途絶えることはありませんでした。公演終了後，来場された保護者の方々からは「心が明る
くなった」「子供たちの未来に希望を感じた」といった感想が寄せられました。また，子供

たちも，この貴重な経験を通じて音楽
の楽しさや素晴らしさを再確認した様
子でした。
今回の公演は，駒場小学校の歴史

を振り返りながら，これからの未来
への希望や夢をつなぐ契機となりま
した。

駒場小学校開校120周年記念公演を終えた後で，
合唱曲の作曲者でもあり，音楽ユニット「アクアマ
リン」で活躍中のミマスさんが，駒場小学校へ急遽
来校してくれ，サプライズで音楽室でミニライブを
行ってくれました。駒場小学校自慢の白いグランド
ピアノで「COSMOS」「一つの明かりで」など有名な

合唱曲を弾
き語りをし
てください
ました。
これには

児童も大感
激でした。
素敵なひ

とときでし
た。

の予定

３日（水）3･4年生地域起こし協力隊員出前授業

3年生ハピオ木野見学2～4校時

４日（木）駒場地区支援学級交流会3･4校時

９日（火）120周年協賛会役員会19時～

１１日（木）音更町教育研究大会（午後）

１２日（金）5･6年生芸術鑑賞「劇団四季」

プール最終日

１５日（月）敬老の日（祝）

１８日（木）放課後子供教室14：30～

２２日（月）小小連携低学年動物園見学（午前）

２３日（火）秋分の日（祝）

２６日（金）2年生校外学習 ととろーど

３０日（火）放課後子供教室14：30～

高学年合同連携交流学習（東士幌小）


